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『 ぱんだより 』
※パンダからのお便りという意味で「ぱんだより」と名付けました。

スパークスのアジア地域における情報発信レポート

第90号（2011年12月30日）ミニＱＦＩＩ

中国の金融市場は、急速に発展していますが、まだ外貨の流入については規制が敷かれています。そ

 

のため、中国国外の投資家が中国本土の証券市場へ投資する場合は、ある一定の条件を満たした投

 

資家のみが行うことができるとされています。その条件を満たした投資家が、いわゆるＱＦＩＩです。

 

「Qualified Foreign Institutional Investors」の略で、日本語に訳すと、適格国外機関投資家です。企業

 

規模、運用資産規模、また運営体制など、様々な面から総合的に判断し、中国当局が認可しています。

 

中国政府としては、こうした規制をかけることで急激な外貨流入を抑え、段階的に外国金融機関に対し

 

て中国本土の証券市場への投資を認めていこうとしています。２００２年頃から導入され始め、一部の

 

海外金融機関等に同資格を認めています。逆に、中国国内の投資家で、海外の証券市場への投資が

 

可能な資格を有する投資家が、ＱＤＩＩです。「Qualified Domestic Institutional Investors」の略で、日本語

 

に訳すと、適格国内機関投資家です。

そして、ＱＦＩＩとは別に、最近話題になっているのが、ＲＱＦＩＩです。「RMB Qualified Foreign Institutional 

Investors」の略で、一般にはミニＱＦＩＩとも呼ばれています。ＲＱＦＩＩの詳細はまだ発表されていませんが、

 

これにより、海外に流通する人民元建て資金を、中国本土の証券市場に投資することが認められます。

 

海外で流通する人民元が拡大していく中で、生まれた制度といえます。当局によれば、まず香港の人民

 

元建て資金について、政府から批准を受けた投資限度額内において、中国本土への証券投資を許可

 

する予定とのことです。全体の限度額は当初200億元程度とみられ、リスクを抑えるため、株式や株式

 

ファンドなどへの投資額は限度額の20％以下、残りは債券やその他固定収益の得られるファンドに投

 

資しなければならない、といった内容のようです。

いずれにしても、人民元の国際化を目指す中国政府としては、今後も投資の規制緩和を推進し、外資

 

導入の流れ作っていくものと思われます。

ＱＦＩＩ

ミニＱＦＩＩ

出所：スパークス・アセット・マネジメント撮影
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